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 彦坂先生が、解りやすくレジュメを作成して頂い

ておりましたので、受講された皆さんは、理解し易

かったのではないでしょうか。お話しの内容に触れ

ていきたいと思います。 

第１部 生活の場のかたちと選択のポイント 

 生活の場のかたちで考えると次の４つになるで

しょう。 

 一人で暮らす、家族と共に暮らす、グループホー

ムで暮らす、入所施設で暮らす。適切に選択する為

には、次の４つのポイントを総合的に検討し、判断

する。 

 （１）それぞれの形の長所と短所 

 （２）暮らしていく本人の状況・希望 

 （３）支援するチーム（施設や法人の団体）の 

    力量・状況 

 （４）適用される制度やその地域の状況 

どこで暮らすか 

 長   所 短  所 

一人暮らし 自 由 不 安 

家族と一緒 安 心 家族の負担 

グループ 

ホーム 

小集団 

安 心 

支援員の質 

費用が高い 

入所施設 安 心 
大集団 

（入れない）

 ４つの要素で選ぶ 

 いったん選らんだら、終わりではなく、選び直し

をする。 

（１）本人の状況 

（２）家族の状況 

（３）支援チーム（施設や法人の団体）の力量・状

況、担任の相性や力量による。法人の姿勢を見るこ

とも必要である。 

（４）制度と地域（行政等）の状況 

これらを踏まえて、住まいの場を選ぶ必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

第２部 ご家族の不安にどう応えるか 

 これまでの事案（職員による利用者への性的虐

待：利用者が支援員を誘い、支援員がそれに乗って

しまった。また、風呂での死亡事故：てんかん発作

がある利用者がよく知っている者同士で、風呂に入

っていたときのこと、僅かに目を離した隙の事故）

からの信頼回復に向けて、法人が取り組んだことは、

以下のとおりである。 

 家族の意見を聞く会に寄せられた意見・要望・質

問・心配に対する法人としての解答（主に考え方に

関して）のまとめ 

 （１）入所希望をしているが、入れない 

 定員減の流れの現状、法人等へ早めに意向を伝え、

市の福祉課等にも伝えておく。 

 （２）ホームは障害が重くても入れるか 

 障害の程度による制限はしていない。重度も大勢

入居、落ち着いて暮らす。 

 （３）ホームから入所へ戻れる（移れる）か 

移動は可能、調整の時間が必要。どちら生活が、

本人に向いているかを考える。 

 （４）短期入所はいつでも使えるか 

 通常は空きがある時しか使えない。緊急時は、全

ての機能を使い対応する。 

 （５）入所・ホーム・短期入所の計画 

 ホームの増設、新築移転の予定。日中事業所の定

員増、新規建設を考える。 

 （６）支援の限界 

 「支援の限界なので施設退去してください。」は、

無いと考えてください。 

 （７）終末期の看取りについて 

 ホスピスがあるが、同じようにはできないが、ど

のような形でも看取りまでやる。身寄りが無い人は、

最期までやる。 

 （８）親亡き後が心配 

 ２０２０年１月20日                          ひょうごかぞくねっと                              （２）   

ひょうごかぞくねっと中央研修会 

2019 年 11 月 20 日（水）10：30～13：00  

『知的障害のある人の生活の場、ご家族の不安、法人との付き合い方など』

講師：社会福祉法人 恵和 前理事長 彦坂 健一郎 氏 

場所：たちばな職員研修センター 参加者：172 名 

【まとめ・感想：ワークホームつつじ 保護者会長 赤沼 有季】 



 恵和では、最後（看取り・葬儀・納骨、他施設転

居等）まで責任を持つ。 

 （９）成年後見人の選任と利用契約について 

 成年後見人を選任しなければ利用契約を結べな

い、ということは恵和ではない。 

 （１０）入院期間３か月問題について 

 入院３か月経過後に自動的に契約を解除するこ

とは、恵和ではない。 

 （１１）入院時の付き添い 

 家族の協力をお願いしている。 

 （１２）青年寮の出入口の施錠について 

 安全性への配慮から、各建物、フロアーの出入口

に電気施錠を設置。 

 （１３）体育館の建設等について 

 再整備事業は、居室を中心にやってきた優先順位

をつけて、計画的に実施したい。 

 

第３部 法人との付き合い方 

 （１）家族（会）と施設（法人）は味方同士、間

違っても敵対しない 

家族会が無いところ、家族会と施設が対峙してい

る所、もったいないと思う。 

 （２）法人との付き合い方 

①無制限な要求をしない 

 控えて欲しい、特に人権を主張し過ぎると、何も

言えなくなる、守りに入ると法人は、強い。 

②お金の負担/体力の負担はやめる 

 

 みんなで一斉にいくらと負担するようなことは、 

止めにしよう。会から毎年２００万円ほどもらって 

いたが、年間１２億円の予算の事業所の足しにはな

らない、利用者のために使ってほしいと断った。 

③順縁を良しとする 

 この子は、私より１日早く逝かせて、利用者は、

親が思っているほど気にしてはいない。周りの状況

がそうさせている。 

④施設運営を見る目を持つ 

 恵和の理念、事業計画に上げている。家族の意見

を聞く会に寄せられた要望を含む諸課題への積極

的取組。個別に聴く会を持っている。 

⑤本人の事を親身になって考える者同士として、施

設と家族は協力し合う 

 家族と施設の半分以上の職員が考えている。 

 （３）入所施設は必要な分を積極的に作る方がよ

い 

 （４）「支援」とは寄り添うだけで良いとは思え

ない 

 言葉上の寄り添うだけになってきて、指示も指導

も守ることが必要。好きにしてくださいでは、生き

がいを感じられないと思う。 

 （５）「措置という行政処分」から「対等な立場

の契約行為」に基礎構造を変えたことは、妥当であ

った、とは思えない。 

 

いいこともあるけど、ちょっと馴染まないという

点もあるなと感じました。ありがとうございました。 

  

２０２０年１月20日                            ひょうごかぞくねっと                                 （3） 

 

 

2019 年 10 月 7 日（月）～8日（火） 宮城県仙台市ホテルメルパルク仙台 出席者 312 名 

大会テーマ 「福祉の後退を許さない！～真の共生社会を目指そう～」 

 真の共生社会を目指す新しい施設実現の「地域共生ホーム―知的障害のある人のこれからの住まいと暮らし―」

を道しるべに、新たな決意で全国大会を開催しました。１日目は、東日本大震災復興報告、厚生労働省行政説明、

講演、情報交換会が行われました。２日目の全員参加型討論会では、活発な意見交換が行われました。 

 兵庫県からは 54 名の方がご参加いただきました。誠にありがとうございました。 

 

第 15 回全国知的障害者施設家族会連合会全国大会 in みやぎ が開催されました 
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